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は じめに
外 国語 と して の フ ランス語授 業 にお い て 、 どの よ うに語 彙 を指 導
す るのかを、少 しお話 させ てい ただきます。 学生 は 自分 の語彙 の少 な
さを嘆 いてい る よ うです。 「十分 な語彙 が ない。覚 え ることが できな
い。 」 こ う した声 を よく耳 に します 。文 法 、動 詞 の活 用 な ど と異 な
り、語彙 への取 り組 み は、 目的 が不 明確 な まま に行 われ ることがあ り
ます。 これ は、今後 の取 り組 み に対す る妨 げ とな ります 。 こ うした欠
点は、語彙 が 「開かれ た」分野で ある こと、フ ランス語 は数 万 にのぼ
るとい うこ と、 その結果 、語 彙 の勉 強が個別 的で、長期 にわた る作 業
にな る とい う事実 に あるので しょ うか。 ま た語 彙の分野 は不規 則 であ
り、 これ を構 造 的に とらえ るこ とは不 可能 なので しょうか。膨 大 な数
の語 を覚 え る困難 さの理 由は さてお き、語 彙習 得は、 フ ランス語 の諸
概念 の理解や 知識 の レベル だ けで な く、 口頭や筆 記 によ る表現 の レベ
ル を決定づ け る重要 な要 因であ ります。授 業 で実践が 困難 と思 われ て
も、語彙 の意 味論 と呼 ばれ る分野の研究 は、数 多 く行われ てい ます。
辞書 も さまざまなタイプが発行 され てい ます。
本稿 は、まず 、70年 代 以降 に発展 してきた語彙 指導 に関す る新 しい
教育 アプ ロー チ をお話 いた します。 また、Gougenheimと そのチー ムに
よ り、 日常語 を体系的 に収集 、編纂 したF7α即碗Fo編o吻 翩 α1(基 礎 フ
ランス語)が 、非常 に重要 な教育学的貢献 を した ことにっ いて 短 く触
れ たい と思い ます。 最後 に、授業 に適 したい くつかの教 育的ツール を
ご紹 介 します 。 それ で は、 これか ら語彙教 育 の さま ざま な方法 を検討
して いきま しょ う。
語彙指導 の6つ の基本 アプ ローチ
語 彙指導につ いては、6つ の基 本アプ ロー チが あ ります。文献学 的 ・
語用論 的、統 語論 的、指示 的、形態論 的、意味論 的の各 アプ ロー チで
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す。順 にご説 明 しま しょ う。
1)文 献学的、語用論 的アプローチ
まず 、文献学 的 と語用論 的ア プロー チです。語 は文章や デ ィスクー
ル のツール とし、語 そ の もので はな く、語 を全 体か ら考 えます。文 章
作成や 、多 くは宗 教関係や 古文 な どの文 章 の意 味 を理解す るた めに語
彙 を学 ぶアプ ロー チです。 そのた め、学 生 は さま ざまな辞 書 を用 い、
語 の定義 を探 し、語 彙 を練 らなけれ ばな りませ ん。 これ は読解 ・筆 記
訓練 とな ります。 しか し、構造 主義 の発 展 が 、語彙 の体系 化 をす す
め、文献学的アプ ローチは最近ではあま り実施 され てお りませ ん。
ここ十年 、デ ィス クール に注 目した語 用論 的アプ ロー チが発展 して
きま した。 コ ミュニケー シ ョンを重視 してい ます。言語 と語 は ツール
として考 えます。伝 統 的な文献学 的アプ ローチ と異 な り、語 用論 的ア
プ ロー チは、文学 、 日常 、オー ラル な ど、 あ らゆ るジャンル の作成 に
用い る ことが できます。語 の定義 ではな く、語 と語 の関係 を中心 に考
えます。
文献 学的 アプ ローチ と語 用論的 アプ ローチ にお ける語彙 は、 よ り良
く読み 、 よ り良 く書 くこ とを 目的 としてい ます。 しか し最適 の語彙 学
習 とは言 えませ ん。 語 と語 の意味 関係 の概 念 が明 白で はな く、語彙 の
真 の構 造 もあ りませ ん。
2)統 語 論的アプローチ
語 は、他 の語や 、用法 の制限 との関係 に よ り、 フ レー ズの 中で分析
され ます。 語 には意 味的特徴 が あ ります。 ひ とつ の語 の意 味は、他 の
語 を区別す る特徴 の集 ま りです。意味素(sさmesやtraitssさmantiques)と
呼ばれ る ものです 。例 え ば、autobusはintra-urbain(市 内)、autocarは
inter-urbain(市 問)で 区別 されます。肘 掛椅子 のfauteuilは 、 「肘 掛 」
の意 味素で、siさge(椅 子)と 区別 されます。
統語論 的 アプローチ には、用法 の制 限が あ ります。文脈 が連続語 の
選択 を制 限 します。Graindesable(砂 粒)は 、grain(粒)を 大 き さの
表現 として認識 します。Leschaussures(靴)、leschemises(シ ャツ)、
lesrobes(ド レス)な どの語 は、大 きさの表現が変化 します。Pointurede
chaussurさ、encoluredechemise、ta皿edelarobeなどの よ うに。 また、
文脈 か らも制限 され ます。 コー ヒーにはtorr6五er(煎 る)、 栗 にはgriller
(炒 る)な どです。 意味 か らでは なく、 制限 は統 語論的 に も行 われ ま
す。Etudedenotaire(公 証人 な どの事務所)は 、bureau,cabinet(い ず
れ も事務 室)よ り6tudeと な ります。Compagniea6riemeは 、soci6t6や
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entrepriseで は な く、compagnieを 使 用 します。 意 味 的 に はsoci6t6も
entrepriseも 問違 いで はあ りませ ん が使 用 しませ ん。dire(言 う)と い
う行 動は、演説の場合 、prononcerundiscoursの よ うにprononcer(弁 じ
る)が 用い られ ます。 また要請(requete)の 場 合は、魚㎜uler(申 し立
て る)やavancer(主 張す る)を 使 用 します。 ここで は、 これ ら動詞 が
名詞 の選択決 定に関係 しているのです。
文脈 に応 じて、語 を選択 し学ぶ ことが授業で は基本 とな ります。 ま
た例 としてい くつ か挙 げま しょ う。rochevolcanique(溶 岩)と は言 い
ますが、caillouやpierrevolcaniqueと は言いません。lerenardestrus6(狐
はず る賢い)で あ り、lerenardestfUt6(狡 猾)やastucieux(抜 け 目な
い)と はな りませ ん。
文脈 や組 み 合 わせ によ り、語 は さま ざま な価値 を もち ます 。 例 え
ば、blanc(白)の 反対語 はnoir(黒)で すが、形容詞blancが ワイ ン
につ くと、黒 ではな く、赤 、ロゼ とな り、熊では、brun(茶)と な り
ます。
この よ うに さま ざまな情況や 文脈 によ り、語 の価値 は多様 とな りま
す。 フ ランス語 に多い 多義性 が、学生 を混 乱 させ るこ ともあ ります。
しか しなが ら文脈 を離れ た抽象 的な語 の意 味を学習 ・記 憶す る ことは
適 切で はあ りません。 この方法 はおすすめ しませ ん。
3)指 示的ア プローチ
これ か らご紹介す る指 示 的、形 態論的 、意 味論 的ア プ ローチ の3つ
のア プ ローチ は、語 をsigne(記 号)と して考 えます。指示 的 アプ ロー
チは、事 物 ご とに適切 な語 を一致 させ、事物 を示 す こ とを 目的 とし、
語 彙 を学 び、理解 します。 まさに現実的 な分類 であ り、観 察や計 画の
描 写 に用 い られ ます。例 え ば、料理 の レシ ピな どです。授 業の 中で、
プ ロヴァンス風 ソース に必要 な材 料 を紹介す る場合 の 、poivron(ピ ー
マ ン)、courgette(ズ ッキー 二)、oignon(タ マネ ギ)、tomates(ト
マ ト)な どの よ うに。 同様 に、 この方法 は、専門用語 の理解や 、概念
や メカ ニズム の習得が必 要不可欠 な専門 フランス語 指導 に適 して いま
す。
しか し、指示 とは直接 関係 が な く、語が体系 にない場合 、 この方 法
には限度 があ ります。分類 は、他 の概 念への移 動 がで きませ ん。語彙
が無 秩序 に複 雑 とな るため、学生 に混乱 をきた し、語 彙学習 が困難 で
ある とい う考 えを もたせ て しまい ます。 語彙学習 が、百科事典 学習 に
変 わ る危険 が あ ります。言語 記号 としての辞書 と、百科事典的 な辞 書
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を区別 しなければ な りません。
4-5)形 態論的ア プローチ、正書アプローチ
形態論的アプ ローチ は2つ のアプ ローチ に分 かれ ます。 さま ざまな要
素か ら構成 され た語 を記号表記 とした形態 アプ ロー チ と、語彙 の正書
学習 に関連 した正書法 アプローチです。
形態 アプ ローチ は、語 の枠組 みで行われ ます。基本 的 に、接 頭辞、
語 幹、接尾辞 を学習 します。 このアプ ローチは 、学生がす ぐに理解 が
で き、 ラテ ン語 、古 代 ギ リシア語 を語源 に もつ 、非常に覚 えや すい 、
い くつ かの語 を習得 で きます。 しか し、役 立 ちそ うなア プ ローチ です
が、問題 点 もあ ります。特 に、接 辞 の多義性 です。 例 をあげます と、
ierはchevalier(騎 士)、saladier(サ ラダボ ウル)で す。多 くの接尾辞
も同様 です。
正 書 アプ ロー チ は、語 を記 号 と考 えたア プ ロー チです 。 しか し、
このア プ ローチ は、語彙 その もの よ りも語彙 の正 書学習 とい えます。
間違 い な く書 くこ とを 目的 に行 われ て います が、や は り大 変 な作業
です 。実 際 、 同音 異義 語 も多数 あ ります。 例 と して、saint、ceint、
seing、sain、seinな どがあげ られます。
6)意 味論的アプローチ
このア プローチは 、signi飴 、つ ま り意 味 を主 と して考 え られ ていま
す。すべ て の語 は、現 実を示 し、語 り、表現 します。 同時に、他 の語
とも関連 して います 。他 の語 との 関連 におい て、語 の集 ま りは 、語彙
体系 を形 成 し、また、他 の語 との類似や 区別 に よ り表 され た語 は、 ソ
シュール の言 う 「価 値 」で ある意 味を獲i得 します。網 の 目を作 り上げ
た語彙 は、羅列 では な く、 きちん と構成 され ています。語彙 はフ ラン
ス語文法 と同様 に構 成 されてい ると言 えます。
語彙の指導
では授業で、教師は どのよ うに語彙 を指導すればいいので しょう
か?新 しい語を増やすのでなく、なによりもまず、語彙の構造のさま
ざまな法則 を習得す る手助けを学生に行 うことです。語彙習得 によ
り、 さま ざまなコ ミュニケーシ ョンにおいて、必要 とな る単語 を把
握、記憶、活用す ることができます。それには語彙の構造関係網を明
確にす ることです。不規則な関係網ですが、法則を明らかにす ること
により、語学習得への確かな方法 とな ります。 また、意味に一貫性を
もった語に関連 した多 くの練習問題を実施 します。例 えば、一連 の
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語 の グル ープ 分 けです 。学 生 は 共通 の総称 語 を見 つ け だ し、特定 語
を リス トに します。例 えば、chaise(い す)、tabouret(ス ツール)、
table(テ ー ブル)、buf蹴(食 器棚)の ように。
手短 に、語彙 指導 を ご紹介 しま したが 、結論 と しま して は、最適 な
の は、意 味論的 アプ ロー チで ある と思い ます。 この アプ ロー チは、語
と語 の関係 、構成 が明確 だか らです。 語 の選択 は、文脈 上 の意 味のニ
ュア ンスに よ り決 め られ ます。語 を選 択す るこ とは、 まず 「価値 」 を
判 断 し、他の語 と置 き換 え られ るか を区別 し、特性 や他 の語 との違 い
をみ る ことです。 しか し、文脈 とは違 う意味 を持 つ語 であ るこ とも考
えなければな りませ ん。
意 味論 的関係 と語彙範 囲
次 に語 彙教育 の基礎 とな る、意 味論 的関係 と語彙 範 囲につい てお話
させ ていただきます。
意 味論 的関係 の定義 は、対 の語 がひ とつに な り、一般化 され た意 味
を もって い るこ とです 。類似語 によ り、多かれ少 なかれ、置 き換 えが
で き、言語 体系 に組 み込む ことがで きます。 この関係 は、学 び、分析
し、明確 に表 現す る こ とができ るた め、常に関心 をひ きつ けます。 こ
の意 味論 的関係 の簡 単な語 の概 念 の指 導は、授 業 に適 して います。例
えば、vachea6table(牛 小屋)は 、場所に関す る意 味論 的関係 です。
cordonnier(靴 の修 理屋)、chaussure(靴)は 、動 作 主 と物 の 関係 で
す。cheval(ウ マ)の 関係 で は、henissement(い な な き)が 、 ウマ の
典型 的な嘶 き声 を表 してい ます。 意味 におけ る本質 的な関係 は、 同一
性 、他者性、対 立によって構成 され ています。
また付 随 的、偶発 的 な 関係 は多種 多様 で、大 き く7つ に分類 す る こ
とがで きます。 動作主 と行動 、場所 、内容 、時、方法 、量、特色 の7つ
です。語 彙指 導 は、アカデ ミズム を抜 け出 し、 さま ざまな生活 が ある
こ とを考慮 しな けれ ばな りませ ん。 さらに地理 を考 えな けれ ばな りま
せ ん。 フランス南部で は、petit一碕euner(朝 食)、d司euner(昼 食:)、
diner(夕 食)と は言いませ ん。d司euner,diner,souperで す。スイ ス ・
フ ラ ンス語 で は、soixante-dix(70)をseptante、quatre-vingts(80)を
huitante、 な ど と言 い ます。 そ して社 会文化 も考慮 します 。社 会 的身
分 、集 団、年齢 な どに よ り変化 があ ります。若者 は否定 の省 略 を好 み
ます。jenesaispasをj'saispas。Pote,mec,nanaなども好んで使 用 しま
す 。逆 さ言葉 も同様 です。俗語 では、い くつ かの語 が音節 を入れ 換 え
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使用 されています。Laissetomber!がlaisseb6ton!と い った よ うに。 ま
た コミュニケーシ ョンの情況、 ス ピーチ を伴 う儀礼 な ども考 えね ばな
りませ ん。倉tredomicili6,demeurer,crecher,habiterは すべて 「住む」 の
同 じ意味 です が、情 況 によ り使用 しな けれ ばな りませ ん。言語 の レベ
ル 、文体 、また、話 し言葉、俗語、また学術語 の判 断 も重要です。
しか し、外国語 と して のフ ランス語 の指 導 にお いて、初 心者 で ある
学習者が語 学 を習得 す るには、同 じ情報 を多 く提供 す るのでは な く、
フ ラ ンス語 を最低 限習熟 で き るよ うに しな けれ ば な りませ ん。 そ こ
で、選別 し、段階 を検討 し、優先 課題 を決 定す る ことが重 要 とな りま
す。
基礎 フラ ンス語資料 とツール
こ こで、基礎 フ ランス語 をご紹介 しま しょう。 この言語 資料 は、 フ
ランス の教育 ・文化 機 関が、 フランス語 圏以外 に、 フランス語 を よ り
広 め、 よ り効 果 がで るよ うに と作成 した もの です。G.Gougenheimと
そ の研究者 チー ムが、調査 の結果収集 した、 さま ざまな7995語 か ら、
基礎語 として約1500語 を選 び掲載 しています。1475語 の うち、語彙 は
1222語 、文法語 は253語 です。基礎 フランス語 は、外 国語 としての フラ
ンス語教 育 のために編纂 され ま した。 多 くの教 育的 ツール の 開発 に大
きく貢献 しています。
続 いて 、語彙指 導 に有効 ない くつ かの教育 的ツール について 申し上
げま しょ う。まず 、Larousse社 のFlrαηgoお加 ηg〃εE〃翩g2君8レ ベル1と レ
ベル2の2巻 の辞 書です。一F〆αηg砺 五侃g〃εE跏 刀g2ハε レベル1は 、 フラン
ス語初級 者対象 の辞 書 です。そ の 目的は、用語 、基本 シ ンタ ックス の
習得 、書 き言葉話 し言葉 の表現 を学 ぶ こ とです 。基本語 彙 は2581語 で
す。書 き言葉 、話 し言葉 か ら収録 されてい ます 。先 ほ どご紹介 いた し
ま した 「基礎 フラ ンス語 」 の1450語 も含 まれ てい ます。 約1000の 他 の
単語 は、 その使 用頻度 や、成人 の 日常生活 での利用 度合い に よ り決 ま
りました。 イラス トを多 く使 用 して います。一F7αηg砺 加ηg〃εE〃砌g2厂εレ
ベル2は 、 フラ ンス語 学習の第2段 階者 が対象 です。 さま ざまな文書 を
理解 、作成 し、また 、書 き、話す 日常 フラ ンス語 をマス ターす るこ と
が 目的 です。5000の 見 出 し語 を収録 して います。 レベル1の2500語 に
2500語 が加 わ りま した。 レベル1と 同様 に、イラス トが重要な役 割 を果
た してい ます。
次 に異 な ったア プ ロー チ の2冊 をご紹 介 します。Hachette社 の2巻 か
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らな る殉coわ〃10舵 ∫〃〃3'だと、CleInternational社 の險ooわ〃1α舵p召og溜3グ
ぬ 戸oη¢砺 です。Hache枕e社 の 險coわ〃1α舵'〃〃3〃6シ リー ズは、語彙 に関
して、練習 、復習な どが盛 り込 まれた2巻 か らな ります。加 殉c励 〃1α舵
111〃3'形1は 、フランス語 を学ぶ初級 の学生が対象です。750語 か らなる
40問 題 が あ ります 。語彙 を直接 的に理解 、記憶 す るた めに、イ ラス ト
がふんだん に使用 されています。加 陥c訪 〃1α舵 ∫〃〃5抛2は 、フランス
語 を学ぶ 中級 の学生 が対象 です。 第1部 で は、使用 頻度 が 高 く、有効
な600語 か らなる25問 題 があ ります 。第2部 はテス ト問題 が あ ります。
創 意 工夫 に富 んだ 内容 で 、第1部 で習 得 した知識 を確認 す る こ とがで
きる問題 が、第2部 で繰 り返 し出題 されています。CleIntemational社 の
殉coわ〃1α舵 μogz8∬ グ4〃加 η@3は 、授業 だけでな く、 自習 にも適 した教
材 です。 日常生活 で使 用 す る具象語 を収録 し、名詞 、形容詞 、動詞 な
ど2490語 が索 引に掲載 され てい ます。主要 なテーマ に沿い、25章 で構
成 され てい ます。 語彙習得 に向けた さま ざまなアプ ローチや 、い くつ
かの教材 をご紹介 させ ていただ きま した が、最 後 に、 フ ランス文化 ・
社 会 、フ ランス語 を教 える者 として、私 がコ ミュニケ ー シ ョンにおい
て、基本 的に重要 と思 うことを、お話いた します。
コミュニケー ションにおける基本 事項
フラ ンス語 の複 雑 さ、フ ランス文化 ・社会 との 日本 の距離、 また大
学 にお け る学生 の不均衡 なモチベ ーシ ョンな どを考 える と、教 育的 メ
ッセー ジが よ り効 率 よ く伝 達 し、 学習が うま くい くた めには、 まず、
クラス の生徒 たち と関係 を築 き、 また、生徒 同士 も、 時間 をか けて、
関係 を作 り上 げる ことが必 要です。 つま り、 よ く統 制 の とれた グル ー
プ ・ダイ ナ ミ ックス によ り、集団 が存 在 し、 また、情報 の コ ミュニケ
ー シ ョンが 円滑 に行 われ る ことが必 要なのです。 その ため には、まず
教 室で は、机 をす べて の生徒が互 いに顔 を見 る ことが でき るよ う配 置
します 。 黒板 が必要 ない場 合 、机 を円形 に配 置 、黒 板 が必 要 な場 合
は、U字 型 に します。 円形の場合 、教師 は、そ の中の1つ に座 り、U字
型 の場合 は、教 師はス ツール を使用 します。 この よ うな配 置が一番 望
ま しく思 われ ます。 緊 張 を ほ ぐす 雰囲気 作 りのた め の、気配 り、 尊
敬 、微 笑 み、冗談 な どで、生徒た ち と教師 との関係 をでき るだ け配慮
す る こ とが必要 です。 また、教師 は、他 の クラスの生徒 た ちの 問に、
気配 り、互 い に敬 意 を払 い、心遣 い をす るよ うな関係 を構 築 させ るよ
うに しなけれ ばい けませ ん。 各々 、互い をもっ と知 り、知 って も ら う
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ことが必要 なのです。
調和 の とれ た雰 囲気 の中での授業 では、個人 的な 内容 に深 く踏 み込
んだ 、また不安 に感 じる よ うなテーマ を出すべ きで はあ りませ ん。 生
徒が不快感 を覚 え、不安 を増 大 させ 、緊張や衝突 を生む よ うなテ ーマ
は避 けな けれ ばな りませ ん。 そ して情報 の コ ミュニ ケー シ ョンや 、授
業 の経過 にお いて、伝達 した情報 が、明確 であ るか 、理解 され たか に
注意 しなければい けません。
最 後 に、教 師 と生徒 、また生徒 同士の コ ミュニ ケー シ ョンの輪 を絶
ってはい けませ ん。 単調 に な らない よ うに、 さま ざまな内容 で授 業 を
進 めます。今述 べ ま した、教室 の配 置、生徒 間 の関係構 築、調 和が と
れ 、緊張 のない雰 囲気 づ く り、情報伝 達 の正 確 さ、多様性 な どは、真
の健 全 なコ ミュニ ケー シ ョンの基礎 とな ります。結論 と しま して、教
師は優 れ た 「情 報伝 達者 」 でなけれ ばな らず 、それ は外国語教 育学す
べての基礎 とな ります。
